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令和７年度に市立中学校で使用する教科用図書の選定結果 

 

種目 発行者 発行者の略称 

国語 光村図書出版株式会社 光 村 

書写 教育出版株式会社 教 出 

社会（地理的分野） 東京書籍株式会社 東 書 

社会（歴史的分野） 東京書籍株式会社 東 書 

社会（公民的分野） 東京書籍株式会社 東 書 

地図 株式会社帝国書院 帝 国 

数学 東京書籍株式会社 東 書 

理科 東京書籍株式会社 東 書 

音楽（一般） 株式会社教育芸術社 教 芸 

音楽（器楽合奏） 株式会社教育芸術社 教 芸 

美術 光村図書出版株式会社 光 村 

保健体育 東京書籍株式会社 東 書 

技術・家庭（技術分野） 東京書籍株式会社 東 書 

技術・家庭（家庭分野） 東京書籍株式会社 東 書 

英語 光村図書出版株式会社 光 村 

道徳 日本文教出版株式会社 日 文 
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選定結果資料  種目 ［ 国 語 ］ 

発行 

者名 
東  書 三 省 堂 教  出 光  村 

特           
 

徴 

○情報の扱い方に関する事項については、各学年

とも、本編に情報活用に係る単元を設定し、「情

報と論理の学び」の前後に、「読むこと」と「話

すこと・聞くこと」、「読むこと」と「書くこと」

の活動に関する教材を掲載している。 

 

 

 

○考え方を形成する活動の工夫については、第３

学年「話し合うこと」における合意形成に関する

単元において、学習の流れを示し、多様な意見の

想定や合意形成を目指す話し合いの例等の資料

でポイントを掲載している。 

 

 

 

○見通しを立てて学習するための構成上の工夫に

ついては、第３学年「書くこと」の単元において、

学習過程を①批評の対象について知る②対象を

観察・分析する③対象を比較して判断する④批

評文を書く⑤読み合って評価する、振り返ると

している。 

 

 

 

 

 

○単元の構成については、「読むこと」教材と「書

くこと」教材、または「話すこと・聞くこと」教

材がセットで単元構成されている。古典単元は、

古文、漢文と知識及び技能教材で構成されてい

る。 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、58 個の

二次元コードがあり、動画による教科書の編集

意図や思考方法、探究学習への活用につながる

二次元コードがある。 

○情報の扱い方に関する事項については、各学年

とも、本編に情報活用に係り、「情報を関係づけ

る」という単元を設定し、教材の掲載前に、情報

の扱い方について説明している。資料を１つは

掲載している。また、同単元内に「話すこと・聞

くこと」又は「書くこと」の活動に関する教材を

掲載している。 

 

○考え方を形成する活動の工夫については、第３

学年「話し合うこと」における合意形成に関する

単元において、話合いを計画的に進行するため

の方法を理解し、活用する。話し合いのこつ、発

言、テーマや発言メモについての例を掲載して

いる。 

 

 

○見通しを立てて学習するための構成上の工夫に

ついては、第３学年「書くこと」の単元において、

学習過程を①題材を決める②対象を観察・分析

する③構成を考えて批評文を書く④交流して相

互評価する、学びを振り返るとしている。 

 

 

 

 

 

 

○単元の構成については、「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」教材の複数の領域がセ

ットで単元構成されている。古典単元は、古文、

漢文と知識及び技能教材で構成されている。 

 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、78 個の

二次元コードがあり、デジタル作品を全88作品、

外部サイトへのリンクによる図書館検索、図書

活動につながる二次元コードがある。 

○情報の扱い方に関する事項については、各学年

とも、本編の情報活用に係る単元、第１学年「情

報を得る」、第２学年「情報を捉える」、第３学年

「情報を共有する」を設定し、第１・３学年は教

材を４つ、第２学年は教材を３つ掲載している。 

 

 

 

○考え方を形成する活動の工夫については、第３

学年「話し合うこと」における合意形成に関する

単元において、出された意見の関係をおさえ、進

行の仕方や互いの考えを尊重しながら話し合

い、結論を出す。意見を共有して話し合う方法や

合意形成のための話し合いのポイント等を掲載

している。 

 

○見通しを立てて学習するための構成上の工夫に

ついては、第３学年「書くこと」の単元において、

学習過程を①批評する観点を決めて対象を観察

する／気づいた特徴を分析する②判断や評価が

伝わりやすい構成を考える③効果的な書き出し

方やまとめ方を考え、批評文を書く④書いた批

評文に説得力があるか考えながら推敲する⑤で

きあがった批評文を友達と読み合い、助言をも

とに自分の文章のよい点や改善点を見つける、

振り返るとしている。 

 

○単元の構成については、「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」教材の複数の領域がセ

ットで単元構成されている。古典単元は、古文、

漢文、近代文学、知識及び技能教材で構成されて

いる。 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、48 個の

二次元コードがあり、選書の仕方、読書活動、図

書紹介や動画によるワールドカフェの仕方やジ

グソー学習の仕方につながる二次元コードがあ

る。 

○情報の扱い方に関する事項については、各学年

とも、本編の情報活用に係る単元「情報×ＳＤＧ

ｓ」を設定し、教材を１つは掲載している。また、

情報整理の方法として「情報整理のレッスン」、

情報と情報の関係を捉える「思考のレッスン」を

設定し、情報の扱い方と関連させた「書くこと」

の活動に関する教材を掲載している。 

 

○考え方を形成する活動の工夫については、第３

学年「話し合うこと」における合意形成に関する

単元において、複数の発言の共通点を見いだす

等、具体的な事例を抽象化して整理する言の葉

ポケット「提案を検討するとき」「互いの意見を

生かして、合意形成をめざすとき」を掲載してい

る。 

 

○見通しを立てて学習するための構成上の工夫に

ついては、第３学年「書くこと」の単元において、

学習過程を①題材を選ぶ②観点を決めて分析す

る③構成を考える④批評文を書く⑤友達と文章

を読み合う、振り返るとしている。 

 

 

 

 

 

 

○単元の構成については、「話すこと・聞くこと」

「書くこと」「読むこと」教材の複数の領域がセ

ットで単元構成されている。古典単元は、古文、

漢文、知識及び技能教材で構成されている。第

２・３学年は、第１単元に古典教材が１編収録さ

れている。 

 

○デジタルコンテンツの活用については、68 個の

二次元コードがあり、Web上の力試し問題につな

がる二次元コードがある。 
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選定結果資料  種目 ［ 書 写 ］ 

発行 

者名 
東  書 三 省 堂 教  出 光  村 

特           
 

徴 

○文字の書き方の示し方については、朱墨と

薄墨で筆使いを点線で筆脈を示している。

ポイントとなる箇所に「行書の動きパター

ン」に当てはまる筆を使いマークで示して

いる。 

 

○目的や必要に応じて書き方を選ぶための

工夫については、「目標」では、「楷書と行

書を使い分けるには、どのような観点が必

要か、理解しよう」と示している。 

 

○学習の見通しを立てるための構成上の工

夫については、「書写の学習の進め方」で 

 は、基本となる学習の流れを示している。 

 

 

○単元・教材等の配列・分量については、【第 

１学年】39 頁＋巻末折込４、毛筆教材数

11、硬筆記入欄 10頁【第２学年】25頁＋

巻末折込４、毛筆教材数９、硬筆記入欄８

頁【第３学年】17頁＋巻末折込８、毛筆教

材数５、硬筆記入欄１頁、資料編等 46頁 

 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、冒

頭に二次元コードの使い方を示すととも

に、教科書図書に掲載のデジタルコンテン

ツ一覧にアクセスできる URL と二次元コ

ードを示している。 

 

○文字の書き方の示し方については、矢印や 

 点線で筆脈を示し、言葉で解説している。 

 主教材となる文字の行書（朱墨と薄墨）と、 

 楷書（黒墨）を並べて示している。 

 

 

○目的や必要に応じて書き方を選ぶための 

工夫については、「目標」では、「目的や必 

要に応じて、書体を選択して書くことがで 

きる」と示している。 

 

○学習の見通しを立てるための構成上の工 

夫については、「この教科書の使い方」で 

は「教材の構成」と「学習の流れ」を上下 

２段で対応させて示している。 

 

○単元・教材等の配列・分量については、【第 

１学年】34頁、毛筆教材数７、硬筆記入欄

11頁【第２学年】22頁、毛筆教材数４、

硬筆記入欄９頁【第３学年】９頁、毛筆教

材数１、硬筆記入欄２頁、資料編等 33頁 

 ＋巻末折込 12、毛筆教材数 14 

 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、動 

画資料（外部サイト）を参照できる二次元 

コードが３つあり、二次元コード上部に 

「解説動画」「参考資料」等、確認でき 

る資料の概要が記載されている。 

○文字の書き方の示し方については、朱墨と 

 薄墨で筆使いを、矢印や点線で筆順と筆脈 

 を示し言葉で解説している。ポイントとな 

 る箇所に「変化」という文字と写真で筆使 

 いを示している。 

 

○目的や必要に応じて書き方を選ぶための 

工夫については、「目標」では、「書写の学 

習で身につけた力を、学習活動や日常生活 

に生かして書こう」と示している。 

 

○学習の見通しを立てるための構成上の工 

夫については、「学習の進め方」では、そ 

れぞれの学習場面における学び方を写真 

等で示している。 

 

○単元・教材等の配列・分量については、【第 

１学年】57 頁＋折込８、毛筆教材数 12、 

硬筆記入欄 12頁【第２学年】30頁＋巻末 

折込４、毛筆教材数９、硬筆記入欄 11頁 

【第３学年】13頁＋巻末折込４、毛筆教 

材数６、硬筆記入欄２頁、資料編等 30頁 

  毛筆教材数 13 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、ワ 

ークシートを閲覧できる二次元コードが 

３つあり、毛筆の主教材を毛筆・硬筆の楷 

書・硬筆の行書で書字する動画が閲覧で 

き、それぞれを比較しながら学習できるよ 

うになっている。 

○文字の書き方の示し方については、ポイン 

 トとなる箇所に写真と言葉で筆使いを示 

 している。半紙原寸大の主教材の文字も横 

に、朱墨と薄墨で筆使いを示している。 

 

 

○目的や必要に応じて書き方を選ぶための 

工夫については、「目標」では、「場面に応 

じて、楷書か行書かを選択して書く必要が 

あることを理解しよう」と示している。 

 

○学習の見通しを立てるための構成上の工 

夫については、「学習の進め方」では、上 

段に「学習の進め方」下段に「タブレット 

を活用しよう」を設けている。 

 

○単元・教材等の配列・分量については、【第 

１学年】27頁、毛筆教材数６、硬筆記入 

欄６頁（書写ブック 11）【第２学年】21頁、 

毛筆教材数４、硬筆記入欄６頁（書写ブッ 

ク６）【第３学年】23頁、毛筆教材数２、 

硬筆記入欄４頁（書写ブック４）、資料編

等 46頁＋巻末折込 16、毛筆教材数 21、硬

筆記入欄５（書写ブック２～３年用４） 

 

○デジタルコンテンツの活用については、ア 

ニメーション動画が閲覧できる二次元コ 

ードが３つあり、二次元コード上部に「動 

画」「他の文字にもチャレンジ！」等、確 

認できる資料の概要が記載されている。 
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選定結果資料  種目 ［ 社会（地理的分野） ］ 

発行 

者名 
東  書 教  出 帝  国 日  文 

特           
 

徴 

○国際社会で主体的に生きていくための基

盤となる知識及び技能を身に付けさせる

工夫については、本文の学習内容を説明し

たり、関連する内容を取り上げたりしてい

る「未来にアクセス」や身に付けた技能を

活用する「スキル・アップ」というコーナ

ーを設けている。 

 

○見方・考え方を働かせるための工夫につい

ては、編や章の導入に「地理のミカタ」と

して、「見方・考え方」を示し、学習のま

とめに思考ツールを活用して「見方・考え

方」を働かせる学習活動を設定している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「日本

の諸地域」の単元では、１ページを使い、

テーマ、地図やグラフ、写真、キャラクタ

ーの吹き出し、コラム、県章・シンボルを

記載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、「防

災教育」において、日本で見られるさまざ

まな自然災害、防災・減災に向けた取り組

みと課題、ハザードマップの読み取り方と

公共交通機関が災害からの復興に果たす

役割について２ページずつ記載している。 

 

○内容の表現・表記については、「世界の諸 

地域」において、学習内容と関連付けがな 

された写真149点、絵図13点、地図41点、 

図表・グラフ42点、二次元コード38点が掲 

載されている。 

○国際社会で主体的に生きていくための基盤

となる知識及び技能を身に付けさせる工夫

については、本文の学習内容を説明したり、

関連する内容を取り上げたりしている「地

理の窓」「LOOK！」というコーナーを設けて

いる。 

 

 

○見方・考え方を働かせるための工夫につい

ては、編や章の始めのページの下の欄の

「「見方✕考え方」をはたらかそう」に、「地

理の技」「LOOK」として、その編や章で働か

せる「見方・考え方」を示している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「日本の

諸地域」の単元では、２ページを使い、学習

の視点、地図やグラフ、写真、キャラクター

と吹き出しを記載している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、「防災

教育」において、自然災害に向き合う、災害

から身を守るために、国や県、地域社会でな

されている努力について２ページずつ記載

している。 

 

 

○内容の表現・表記については、「世界の諸 

地域」において、学習内容と関連付けがな 

された写真113点、絵図８点、地図45点、図

表・グラフ37点、二次元コード７点が掲 

載されている。 

○国際社会で主体的に生きていくための基

盤となる知識及び技能を身に付けさせる

工夫については、本文の学習内容を説明し

たり、関連する内容を取り上げたりしてい

る「地理プラス＋」「未来に向けて」とい

うコーナーを設けている。 

 

 

○見方・考え方を働かせるための工夫につい

ては、章や節の振り返りのページに「技能

をみがく」として働かせる「見方・考え方」

を示している。 

 

 

○単元の導入における工夫としては、「日本

の諸地域」の単元では、３ページを使い、

イラスト、地図、写真、キャラクターと吹

き出しを記載している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、「防災

教育」において、日本のさまざまな自然災

害、自然災害に対する備え、イラスト地図

やハザードマップを使って、災害の危険性

と防災情報の活用について２ページずつ

記載している。 

 

○内容の表現・表記については、「世界の諸 

地域」において、学習内容と関連付けがな 

された写真149点、絵図21点、地図34点、

図表・グラフ50点、二次元コード20点が掲 

載されている。 

○国際社会で主体的に生きていくための基

盤となる知識及び技能を身に付けさせる

工夫については、本文の学習内容を説明

したり、関連する内容を取り上げたりし

ている「地理＋α」というコーナーを設け

ている。 

 

 

○見方・考え方を働かせるための工夫につ

いては、編や章の導入ページや本文ペー

ジの見開きページごとに、「スキルUP」と

して、その編や章で働かせる「見方・考え

方」を示している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「日本

の諸地域」の単元では、２ページを使い、

テーマ、地図、グラフ、写真、キャラクタ

ーと吹き出しを掲載している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、「防

災教育」において、自然災害からみた日本

の地域的特色と地域区分、災害に備える

ために、地震の仕組みや南海トラフ巨大

地震への備え、ハザードマップの使い方

について２ページずつ記載している。 

 

○内容の表現・表記については、「世界の諸 

地域」において、学習内容と関連付けがな 

された写真134点、絵図18点、地図28点、

図表・グラフ67点、二次元コード48点が掲 

載されている。 
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選定結果資料  種目 ［ 社会（歴史的分野）１ ］ 

発行 

者名 
東  書 教  出 帝  国 山  川 

特           
 

徴 

○学習課題の示し方については、見開きごと 

にタイトル、学習内容を表す副題、１時間ご 

との学習課題を示している。 

 

○学習のまとめの工夫については、「中世の日 

本」の単元において、探究課題について章の 

学習を振り返り、自分の考えを文章にまと 

める活動を設定している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「近世の 

日本」の単元において、２ページを使い、二 

次元コード、小学校の社会で習った言葉、絵 

図と人物や歴史的事象のイラストを用いた 

年表、キャラクターの問い等や、資料の読み 

取り及び話し合い活動を示している。また、 

章の学習課題とともに、キャラクターの問 

いにより、章及び各節の学習課題を導くよ 

う構成している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、主権者 

 育成のための工夫として、近代では「イギリ 

スとアメリカの革命」「フランス革命」とい 

うタイトルで４ページを使って記載し、「ア 

メリカ独立宣言」「人権宣言」等の資料を掲 

載している。 

 

○内容の表現・表記については、「近代の日本 

と世界」において、学習内容と関連付けがな 

された写真125点、絵図84点、地図32点、図 

表・グラフ26点、文書資料47点、年表３点 

人物57点、二次元コード49点が掲載されて 

いる。 

 

 

 

○学習課題の示し方については、見開きごと 

にタイトル、学習内容を表す副題、１時間 

ごとの学習課題を示している。 

 

○学習のまとめの工夫については、「中世の 

日本」の単元において、章の問いについて、 

章の学習を振り返り、自分の考えを文章に 

まとめる活動を設定している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「近世 

の日本」の単元において、３ページを使い、 

二次元コード、絵図、写真、地図、キャラ 

クターの問い等や、人物のイラストを用い 

た年表及び資料の読み取りを示している。 

また、章の学習課題とともに、章に係る 

説明を示し、各節のタイトル及び各節に関 

係する歴史的事象を示している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、主権 

 者育成のための工夫として、近代では「王 

は君臨すれども統治せず」「代表なくして 

課税なし」 というタイトルで４ページを 

使って記載し、「権利の章典」「人権宣言」 

等の資料を掲載している。 

 

○内容の表現・表記については、「近代の日 

 本と世界」において、学習内容と関連付け 

がなされた写真109点、絵図80点、地図28 

点、図表・グラフ32点、文書資料22点、年 

表３点、人物55点、二次元コード６点が掲 

載されている。 

いる。 

 

○学習課題の示し方については、タイトル、 

１時間ごとの学習課題を示している。 

 

 

○学習のまとめの工夫については、「中世の 

日本」の単元において、章の問いに対して、 

章の学習を振り返り、自分の考えを文章に 

まとめる活動を設定している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「近世 

の日本」の単元において、１ページを使い、 

二次元コード、絵図、小学校で学んだ人物 

と主な出来事のイラストを用いた年表、キ 

ャラクターの問いを示し、話し合い活動や 

予想を書く活動を示している。章や各節の 

学習課題を示している。 

 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、主権 

 者育成のための工夫として、近代では「市 

民革命の始まり」「人権思想からフランス 

革命へ」というタイトルで４ページを使っ 

て記載し、「アメリカ独立宣言の採択」「人 

権宣言」等の資料を掲載している。 

 

○内容の表現・表記については、「近代の日 

 本と世界」において、学習内容と関連付け 

がなされた写真129点、絵図73点、地図37 

点、図表・グラフ38点、文書資料２点、年 

表３点、人物62点、二次元コード20点が掲 

載されている。 

○学習課題の示し方については、タイトル、 

１時間ごとの学習課題を示している。 

 

 

○学習のまとめの工夫については、「中世の 

日本」の単元において、４つの立場で問い 

について、自分の考えを文章にまとめる活 

動を設定している。 

 

○単元の導入における工夫としては、「近世 

の日本」の単元において、２ページを使い、 

これから学習する内容を日本史と世界史 

に分けて年表で示すとともに、章全体に係 

る説明を示し、日本史と世界史の主な歴史 

的事象の写真や絵図を示している。 

 

 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、主権 

 者育成のための工夫として、近代では「市 

民革命の時代」というタイトルで４ページ 

を使って記載し、「独立宣言」「バスティー 

ユ襲撃」等の資料を掲載している。 

 

 

○内容の表現・表記については、「近代の日 

 本と世界」において、学習内容と関連付け 

がなされた写真123点、絵図66点、地図31 

点、図表・グラフ37点、文書資料19点、年 

表０点、人物47点、二次元コード11点が掲 

載されている。 
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選定結果資料  種目 ［ 社会（歴史的分野）２ ］ 

発行 

者名 
日  文 自 由 社 育 鵬 社 学 び 舎 令  書 

特           
 

徴 

○学習課題の示し方については、
タイトル、学習内容を表す副題、
１時間ごとの学習課題を示して
いる。 

 
○学習のまとめの工夫について
は、「中世の日本」の単元におい
て、編の問いについて、編の学習
を振り返り、自分の考えを文章
にまとめる活動を設定してい
る。 

 
 
○単元の導入における工夫として
は、「近世の日本」の単元におい
て、４ページを使い、絵図、二次
元コード、人物のイラストを用
いた年表、写真、地図、キャラク
ターの問い等や、資料の読み取
り、話し合い活動及び予想を書
く活動を示している。章や各節
の学習課題を示すとともに、キ
ャラクターの言葉から章の学習
課題を導くよう構成している。 

 
○内容の構成・配列・分量につい 
ては、主権者育成のための工夫 
として、近代では「王政から議 
会制へ」「アメリカの独立とフ 
ランス革命」 というタイトルで 
４ページを使って記載し、「権 
利の章典」「人権宣言」等の資 
料を掲載している。 

 
 
 
○内容の表現・表記については、 
「近代の日本と世界」におい 
て、学習内容と関連付けがなさ 
れた写真116点、絵図69点、地 
図31点、図表・グラフ37点、文 
書資料34点、年表31点、人物61 
点、二次元コード60点が掲載さ 
れている。 
 

○学習課題の示し方については、見
開きごとにタイトル、１時間ごと
の学習課題を示している。 

 
 
○学習のまとめの工夫については、
「中世の日本」の単元において、
中世を振り返り、「中世はひとこ
とでいうと「○○」の時代だっ
た。」として、200字以内の作文
を作る活動を設定している。 

 
 
○単元の導入における工夫として
は、「近世の日本」の単元におい
て、１ページを使い、絵図、キャ
ラクターの問い等とともに、小学
校で学んだ近世の人物のイラス
トを時代順に示している。 

 
 
 
 
 
 
○内容の構成・配列・分量につい 
ては、主権者育成のための工夫 
として、近代では「イギリスの 
市民革命とアメリカの独立」 
「啓蒙思想とフランス革命」と 
いうタイトルで４ページを使っ 
て記載し、「権利章典」「人権 
宣言」等の資料を掲載している。 
 
 
 

○内容の表現・表記については、 
「近代の日本と世界」におい 
て、学習内容と関連付けがなさ 
れた写真68点、絵図71点、地 
図22点、図表・グラフ14点、文 
書資料60点、年表５点、人物34 
点、二次元コード０点が掲載さ 
れている。 

 
 

○学習課題の示し方については、見
開きごとにタイトル、１時間ごと
の学習課題を示している。 

 
 
○学習のまとめの工夫については、
「中世の日本」の単元において、
中世を振り返り、どのような時代
だったといえるのかを考え、その
理由と合わせてまとめ、それぞれ
の考えをみんなで話し合う活動
を設定している。 

 
○単元の導入における工夫として
は、「近世の日本」の単元におい
て、４ページを使い、年表、絵図、
人物や歴史的事象のイラストを
時代順に示し、キャラクターの問
い等や資料の読み取りを示して
いる。章全体に係る説明を示し、
章及び各節の学習課題を示して
いる。 

 
 
 
○内容の構成・配列・分量につい 
ては、主権者育成のための工夫 
として、近代では「イギリスの 
革命とアメリカ独立」「フラン 
ス革命」というタイトルで４ペ 
ージを使って記載し、「アメリ 
カ独立宣言」「人権宣言」等の 
資料を掲載している。 

 
 
 
○内容の表現・表記については、 
「近代の日本と世界」におい 
て、学習内容と関連付けがなさ 
れた写真78点、絵図68点、地 
図33点、図表・グラフ36点、文 
書資料20点、年表３点、人物77 
点、二次元コード２点が掲載さ 
れている。 

 

○学習課題の示し方については、見
開きごとにタイトル、学習内容を
表す副題、１時間ごとの学習課題
を示している。 

 
○学習のまとめの工夫については、
「中世の日本」の単元において、
中世を振り返り、前の時代と比べ
ながら、自分の考えを文章にまと
める活動を設定している。 

 
 
 
○単元の導入における工夫として
は、「近世の日本」の単元におい
て、２ページを使い、年表、写真、
絵図を示し、それぞれの歴史的事
象が関連する位置を地図に示し
ている。章の学習課題を示してい
る。 

 
 
 
 
 
○内容の構成・配列・分量につい 
ては、主権者育成のための工夫 
として、近代では「アメリカの 
大地に生きる」「バスチーユを 
攻撃せよ」というタイトルで４ 
ページを使って記載し、「ボス 
トン港でのイギリスへの抗議行 
動」「ベルサイユ宮殿へ向かう 
民衆」等の資料を掲載してい 
る。 

 
○内容の表現・表記については、 
「近代の日本と世界」におい 
て、学習内容と関連付けがなさ 
れた写真136点、絵図58点、地 
図32点、図表・グラフ20点、文 
書資料１点、年表０点、人物39 
点、二次元コード０点が掲載さ 
れている。 

 

○学習課題の示し方については、タ
イトル、１時間ごとの学習課題を
示している。 

 
 
○学習のまとめの工夫については、
「中世の日本」の単元において、
４つの視点から、学習を整理す
る。また、日明貿易がどのように
展開したかをまとめる活動を設
定している。 

 
 
○単元の導入における工夫として
は、「近世の日本」の単元におい
て、２ページを使い、絵図及び歴
史的事象を示した年表を示し、政
治・外交・文化・産業の４つの視
点で章の学習課題を示している。 

 
 
 
 
 
 
○内容の構成・配列・分量につい 
ては、主権者育成のための工夫 
として、近代では「イギリス革 
命とアメリカ独立戦争」「啓蒙 
思想とフランス革命」というタ 
イトルで８ページを使って記載 
し、「アメリカ独立宣言」「人 
権宣言」等の資料を掲載してい 
る。 

 
 

○内容の表現・表記については、 
「近代の日本と世界」におい 
て、学習内容と関連付けがなさ 
れた写真29点、絵図20点、地 
図４点、図表・グラフ８点、文 
書資料29点、年表３点、人物27 
点、二次元コード０点が掲載さ 
れている。 
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選定結果資料  種目 ［ 社会（公民的分野） ］ 

  

発行 

者名 
東  書 教  出 帝  国 日  文 自 由 社 育 鵬 社 

特           
 

徴 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、部活動を例にあげ課題を、

絵図で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせる

ための工夫としては、持続可能

な社会の実現に向けて課題を

設定し、「対立と合意」や「効

率と公正」等の視点を示してい

る。 

 

○課題の設定、整理・分析、振り

返りを展開するための工夫と

しては、持続可能な社会の形成

に向けて、近江八幡市を例に、

課題の設定（課題の把握）、資

料の収集と読み取り（課題探

究）、意思決定、提案参加の学

習過程を示している。 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高め

る工夫として、「現代の民主政

治と社会」の章末において２ペ

ージを使い、「Ｓ市の議員にな

って条例を作ろう」という学習

課題を設定している。 

 

 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図 55点、写真 123点、地図

３点、表・グラフ 45点、新聞

12点、年表２点、文書資料 16

点、二次元コード 47点が掲載

されている。 

 

 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、合唱コンクールを例にあげ

課題を、絵図で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせる

ための工夫としては、持続可能

な未来のために大切にするべ

き見方や考え方とは何か提案

するために、４つの視点を示し

ている。 

 

○課題の設定、整理・分析、振

り返りを展開するための工夫 

  としては、持続可能な社会の形

成に向けて、環境・資源、平和・

人権等の課題例が示されてい

る。 

 

 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高め

る工夫として、「私たちの暮ら

しと民主政治」の章末において

３ページを使い、「よりよい社

会をつくるために、私たちは政

治とどのように関わればよい

だろうか。」の問いを設定して

いる。 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図47点、写真78点、地図 14 

 点、表・グラフ 55 点、新聞３

点、年表３点、文書資料６点、

二次元コード 10点が掲載され

ている。 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、防災備蓄倉庫新設を例にあ

げ課題を、絵図で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせる

ための工夫としては、持続可能

な社会の形成に向けて解決す

べき課題について考察するた

めの観点を示している。 

 

 

○課題の設定、整理・分析、振

り返りを展開するための工夫 

  としては、テーマに沿って課

題を設定し、資料の収集と読

み取り、考察、レポートを書

こう（構想とまとめ）を示し

ている。 

 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高め

る工夫として、「政治と私たち」

の章末において２ページを使

い、「自分が住むまちをよりよ

くするための予算案を作成し

てみよう。」という学習課題を

設定している。 

 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図47点、写真 79点、地図４

点、表・グラフ 47点、新聞３

点、年表１点、文書資料５点、

二次元コード 14点が掲載され

ている。 

 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、合唱コンクールを例にあげ

課題を、絵図で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせる

ための工夫としては、これから

の社会をどんな社会にしたい

かについて考察するために、

「効率と公正」の観点を示して 

 いる。 

 

○課題の設定、整理・分析、振

り返りを展開するための工夫 

  としては、持続可能な社会の形

成に向けて、テーマの設定、資

料の収集と読み取り、考察と構

想、まとめと評価を示してい

る。 

 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高め

る工夫として、「私たちの生活

と政治」の編末において２ペー

ジを使い、「自分たちのまちの

首長を選ぼう」 という学習課

題を設定している。 

 

 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図 60点、写真 110点、地図

３点、表・グラフ 61 点、新聞

９点、年表２点、文書資料 16

点、二次元コード 44 点が掲載

されている。 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、部活動を例にあげ課題を、

表や文章で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせ

るための工夫としては、社会

のなかでさまざまに生じる対

立から合意を形成していくた

めの視点を示している。 

 

 

○課題の設定、整理・分析、振

り返りを展開するための工夫 

  としては、持続可能な社会の

形成に向けて、課題をみつけ

よう、選択した課題について

調べよう、解決の方法を考え

てみよう、卒業論文にまとめ

る手順を示している。 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高

める工夫として、「日本国憲法

と立憲的民主政治」の章末に

おいて２ページを使い、「総合

的な安全保障問題を考えよ

う」という学習課題を設定し

ている。 

 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図27点、写真71点、地図０

点、表・グラフ 14点、新聞４

点、年表０点、文書資料４点、

二次元コード０点が掲載され

ている。 

○公民としての基礎的教養を培

うための工夫としては、「対立

と合意」の見方・考え方につい

て、部活動を例にあげ課題を、

絵図で示している。 

 

○「よりよい社会を目指して」に

おける見方・考え方を働かせ

るための工夫としては、持続

可能な社会を築いていくため

に、政治・経済等のテーマを設

定している。 

 

 

○課題の設定、整理・分析、振

り返りを展開するための工夫 

  としては、持続可能な社会の

形成に向けて、テーマを決定、

課題探求の計画を立てる、プ

レゼンテーションをする、内

容の見直し、レポート作成す

る手順を示している。 

 

○内容の構成・配列・分量につい

ては、社会参画への意識を高

める工夫として、「私たちの生

活と政治」の章末において２

ページを使い、「政治のこれか

ら」という学習活動を設定し

ている。 

 

 

 

○内容の表現・表記については、

「私たちと政治」において、学

習内容と関連付けがなされた

絵図44点、写真 116点、地図

３点、表・グラフ 33点、新聞

13点、年表１点、文書資料 32

点、二次元コード２点が掲載

されている。 
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選定結果資料  種目 ［ 地 図 ］ 

発行 

者名 
東  書 帝  国 

特           
 

徴 

○地図の活用を促す工夫としては、巻頭ページに「この地図帳の地図記号」を記載

している。また、「この地図帳の活用方法」を設け、一般図や主題図等の見方や読

み取り方、デジタルコンテンツの使い方といった地図の活用方法を記載してい

る。 

 

◯思考力、判断力、表現力等を育む工夫としては、歴史、公民、ＳＤＧｓとの関連

を示すマークを設けている。また、「この地図帳でいっしょに“世界旅行”をす

る」キャラクターとして「ミツバチーズ」を設定し、資料活用コーナーを設けて

いる。 

 

○課題の設定、整理・分析、振り返りを展開するための工夫としては、世界では州

ごと、日本では地方ごとに、一般図の次に資料を掲載している。 

 

◯内容の構成・配列・分量については、「世界全体」「日本 全体」「世界や日本の地

域ごと」「統計」「さくいん」に分類し、インデックスを５つに分類し色分けして

いる。また、「世界」を「世界全体」「州」、「日本」を「日本全体」「地方」で分類

し、色分けしている。 

 

○内容の表現・表記については、「地図の種類と縮尺」において、関連する資料の参

照ページを示す「ジャンプ」を設けている。また、デジタルコンテンツにアクセ

スできる二次元コードを 83か所記載している。 

 

○目的に応じて適切に表現する力を育てるための工夫としては、「この地図帳でい

っしょに“世界旅行”をするミツバチ―ズ」というキャラクターを設定し、資料

活用コーナーを設け、地図の活用や学習を深めるためのヒントとなる問いとして

157 問記載している。 

○地図の活用を促す工夫としては、巻頭ページに「この地図帳の凡例」を記載して

いる。また、「この地図帳の使い方」を設け、一般図、鳥瞰図、主題図等の見方や

使い方といった地図の活用方法を記載している。 

 

 

◯思考力、判断力、表現力等を育む工夫としては、歴史、公民、ＳＤＧｓとの関連

を示すアイコンや「防災」「環境」「日本との結びつき」コーナーを設けている。

また、ページ全体に関わる主題を示す「主題学習」のコーナーを設けている。 

 

 

○課題の設定、整理・分析、振り返りを展開するための工夫としては、世界では州

ごと、日本では地方ごとに、一般図の次に資料を掲載している。 

 

◯内容の構成・配列・分量については、「資料」「世界」「日本」「統計」「さくいん」

でインデックスを５つに分類し色分けしている。 

 

 

 

○内容の表現・表記については、「地図の種類と縮尺」において、関連する資料の参

照ページを示す「リンク」を設けている。また、デジタルコンテンツにアクセス

できる二次元コードを 56か所記載している。 

 

○目的に応じて適切に表現する力を育てるための工夫としては、「地図で発見！」

のコーナーを設け、社会科の学習を、地図をもとに確認したり深めたりする問い

として 156 問記載しており、学習内容と関連付ける工夫が多くみられる。 
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選定結果資料  種目 ［ 数 学 ］ 

発行 

者名 
東  書 大 日 本 学 図 教 出 啓 林 館 数  研 日  文 

特           
 

徴 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章のはじ

めに章の学習内容につながる
問いかけとともに、学習を通
して身に付ける力を示してい

る。 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
スーパーマーケットの商品を 
残すことなく売るために販売 

数の傾向を説明する場を設定 
している。 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、サッカーチームの記録
等、日常生活のかかわりで取
り扱われている題材が設定

されている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「数学の目でふり返ろ
う」で、学年を越えて働か

せることができる「見方・
考え方」を確認できるよ
うにしている。 

 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから、「動画」「マイ

教科書・マップ」「ワーク
シート」「シミュレーショ
ン」「対話シート」「ちょっ

と確認」「フラッシュカー
ド」「ヒントと解答」「教科
リンク」「Web サイト」の

デジタルコンテンツを利
用できる。 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章のはじ

めに単元で学習する内容や下
学年の学習内容との関連を示
している。 

 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
他国と日本のバレーボール選 
手の身長を比べた傾向を説明 

する場を設定している。 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、10cmの長さの感覚等、日
常生活のかかわりで取り扱
われている題材が設定され

ている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「課題学習」で、各領域
の内容を総合したり、日

常生活や他教科の学習と
関連付けたりする課題等
を掲載している。 

 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから、「シミュレー

ション」「外部のウェブサ
イトへのリンク」「PDF デ
ータ」「資料」「動画」「イ

ンタビュー記事」のデジ
タルコンテンツを利用で
きる。 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章のはじ

めにふりかえりを設け、下学
年の内容を示すとともに、章
のとびらで学習内容につなが

る疑問を示している。 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
１月から３月にメルボルンに 
行く際の服装について説明す 

る場を設定している。 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、ルーラーキャッチの記録
等、日常生活のかかわりで取
り扱われている題材が設定

されている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「今の自分を知ろう」
で、ＳＤＧｓに関連した

課題を取り上げ、身に付
けた数学の力を使って、
何ができるかを考察する

活動を設定している。 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから、「アニメーシ

ョン」「活動」「データ」「映
像」「ふりかえり」「チャレ
ンジ」「パトロール隊」「別

の解き方」「解答」「リン
ク」のデジタルコンテン
ツを利用できる。 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章の前に

既習の問題を示すとともに章
のとびらで学習内容と日常と
のつながりを示している。 

 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
冬日の日数の経年変化につい 
て説明する場を設定してい 

る。 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、紙コプターの羽の長さと
滞空時間等、日常生活のかか
わりで取り扱われている題

材が設定されている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「学んだことを活用し
よう＋（プラス）」で、日

常生活や他教科の学習と
関連付けた課題等を掲載
している。 

 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから、「操作」「動

画」「統計ツール」「資料」
のデジタルコンテンツを
利用できる。 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章のはじ

めに日常と関わる課題や節で
扱う課題が示されている。ふ
りかえりを設定している。 

 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
各都道府県のごみのリサイク 
ル率の傾向を説明する場を設 

定している。 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、紙ふぶきの滞空時間の記
録等、日常生活のかかわりで
取り扱われている題材が設

定されている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「学びをふりかえろう」
で、下学年で学んだ内容

を復習する問題を掲載し
ている。 

 

 
 
○内容の表現・表記につい 

ては、第３学年「関数 
y=ax²」において、二次元

コードから、「動かす」「動

画」「スライドショー」「リン
ク」「プログラミング」「問題
解説」「補充問題」「例・例題

の解説動画」「ふりかえり
CBT」「前学年までのまとめ」
のデジタルコンテンツを利

用できる。 
 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章のはじ

めに日常と関わる課題を設定
するとともにふりかえりを設
け、章の学習に関する下学年

の内容や問題を示している。 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
体力テストのデータの傾向を 
説明する場を設定している。 

 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、気温と天気の記録等、日
常生活のかかわりで取り扱
われている題材が設定され

ている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「数学旅行」で、数学を
生かして仕事をしている

人のインタビュー記事
や、日常生活や他教科の
学習と関連した課題等を

掲載している。 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから「補充」「イメ

ージ」「資料」「考察」「探
究」のデジタルコンテン
ツを利用できる。 

○知識及び技能の習得を図るた

めの工夫については、第２学
年「文字を用いた式の四則計
算」の導入において、章の前に

下学年の内容の問題（次の章
を学ぶ前に）を示し、問題の中
にもふりかえり（確かめ）を設

定している。 
 
 

○数学的な表現を用いて自分の 
考えを説明し伝え合う活動の 
工夫については、第２学年「デ 

ータの活用」の単元において、 
冬日が減る傾向にあるのかに 
ついて説明する場を設定して 

いる。 
 
 

○興味・関心を高めるための
工夫としては、第１学年「デ
ータの活用」の単元におい

て、高知市の３月の平均気温
の比較等、日常生活のかかわ
りで取り扱われている題材

が設定されている。 
 
○内容の構成・配列・分量に

ついては、巻末問題とし
て「ＳＤＧｓと数学」で、
ＳＤＧｓと関連のある暮

らしの中の数学の話を掲
載している。 

 

 
 
○内容の表現・表記につい

ては、第３学年「関数
y=ax²」において、二次元
コードから、「見る」「ため

す」「身につける」「図形の
まとめ」「調べる」「統計ツ
ール」のデジタルコンテ

ンツを利用できる。 
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選定結果資料  種目 ［ 理 科 ］ 

発行 

者名 
東  書 大 日 本 学 図 教 出 啓 林 館 

特           
 

徴 

◯知識や概念の定着を図り、理解を深め

るための工夫については、補充的な学

習として、単元の導入部に「これまで

に学んだこと」を設定している。また、

単元末に「確かめ問題」「活用問題」を

設定している。 

 

○単元の導入において、課題を設定する

ための工夫については、第３学年「化

学変化とイオン」の単元において、

「Before & After 学習前に書こう」

として「イオンとは何だろうか。」と投

げかけている（二次元コードあり）。 

 

○科学的に探究しようとする態度の育

成を図る工夫については、各学年の巻

頭に「「探究」の流れを確認しよう」と

して探究の過程を示している。また、

学びをいかして考える活動を設定し

ている。 

 

○内容の構成・配列・分量については、

補充的な観察・実験の数が第１学年

28、第２学年 40、第３学年 29掲載し

ている。 

 

〇内容の表現・表記については、第３学

年巻末の内容において、二次元コード

は、「基礎操作」「理科の学習を深める

ために」で示している。 

 

◯知識や概念の定着を図り、理解を深め

るための工夫については、補充的な学

習として、各単元の導入部に「これま

でに学習したこと」という枠組を設定

している。また、単元末に、「単元末問

題」「読解力問題」を設定している。 

 

○単元の導入において、課題を設定する

ための工夫については、第３学年「化

学変化とイオン」の単元において、「こ

れから学習すること」として、水溶液

とイオンや化学変化と電池等の内容

として、７点を示している。 

 

○科学的に探究しようとする態度の育

成を図る工夫については、各学年の巻

頭に「理科の学習の進め方」として探

究の学習の過程を示している。また、

結果をもとに考える活動を設定して

いる。 

 

○内容の構成・配列・分量については、

補充的な観察・実験の数が第１学年

33、第２学年 43、第３学年 34掲載し

ている。 

 

〇内容の表現・表記については、第３学

年巻末の内容において、二次元コード

は、「自由研究にチャレンジしよう」

「行ってみよう！科学館・博物館」「基

本操作」で示している。 

 

◯知識や概念の定着を図り、理解を深め

るための工夫については、補充的な学

習として、単元の導入部に「ふり返ろ

う・つなげよう」という枠組を設けて

いる。また、単元末に、「学習のまとめ」

を設定している。 

 

○単元の導入において、課題を設定する

ための工夫については、第３学年「化

学変化とイオン」の単元において、

「Can-Do List できるようになりた

い目標」として、３観点で 12 項目を

示している。 

 

○科学的に探究しようとする態度の育

成を図る工夫については、各学年の巻

頭に「どうする、探究の進め方」とし

て探究の過程を示している。また、次

の気づきにつなげている。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、

補充的な観察・実験の数が第１学年 9、

第２学年 24、第３学年 13掲載してい

る。 

 

〇内容の表現・表記については、第３学

年巻末の内容において、二次元コード

は、「SDGｓを意識して脱炭素社会へ」

「基本操作」「資料」「発展」で示して

いる。 

◯知識や概念の定着を図り、理解を深め

るための工夫については、補充的な学

習として、各単元の導入部に「学んで

いくこと」という枠組を設けている。

また、単元末に、「基本問題」「活用問

題」を設定している。 

  

○単元の導入において、課題を設定する

ための工夫については、第３学年「化

学変化とイオン」の単元において、オ

ンネトー（北海道足寄町）の写真を掲

載し、イオンとは何か調べていくこと

を投げかけている。 

 

○科学的に探究しようとする態度の育

成を図る工夫については、各学年の巻

頭に「探究の進め方」として探究の過

程を示している。また、新たな疑問を

見つける活動を設定している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、

補充的な観察・実験の数が第１学年

35、第２学年 42、第３学年 31掲載し

ている。 

 

〇内容の表現・表記については、第３学

年巻末の内容において、二次元コード

は、二次元コードは、「校外の施設を活

用しよう」「基礎技能」「問題の解答例」

で示している。 

◯知識や概念の定着を図り、理解を深め

るための工夫については、補充的な学

習として、章の導入や関連する内容の

近くに「つながる学び」という枠組を

設けている。また、単元末に、「力だめ

し」を設定している。 

 

○単元の導入において、課題を設定する

ための工夫については、第３学年「化

学変化とイオン」の単元において、「学

ぶ前にトライ！」として「金属はどこ

にいったの？」と投げかけている。（二

次元コードあり）。 

 

○科学的に探究しようとする態度の育

成を図る工夫については、各学年の巻

頭に「理科の学習を進める「探究の過

程」」として探究の過程を示している。

また、表現する活動を設定している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、

補充的な観察・実験の数が第１学年

43、第２学年 48、第３学年 33掲載し

ている。 

 

〇内容の表現・表記については、第３学

年巻末の内容において、二次元コード

は、「サイエンス資料」「解答と解説」

で示している。 
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選定結果資料  種目 ［ 音楽（一般） ］ 

発行 

者名 
教 出 教 芸 

特           
 

徴 

○題材の学習目標等の示し方については、鑑賞教材 歌舞伎「勧進帳」の活動

のポイントとして、次の２点を示している。 

 ・歌舞伎の音楽の役割や効果を考えながら鑑賞しよう。 

・音楽の特徴を舞台の表現と関わらせ、多様な表現を聴き取ろう。 

 

 

 

○音楽的な見方・考え方を働かせる工夫については、活動のポイントや学習活

動の中で、音楽を形づくっている要素を使って示している。 

 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、巻頭の「With My Heart音楽は

メッセージ」で音楽家の言葉と写真、「作者の思いにふれる」で作曲家の直筆

譜を掲載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、全学年「歌唱」「鑑賞」「創作」の領域・

分野を扱っている。また、「Sing!Sing!」及び「Let's Try!」については、関

連する教材に付帯して配列している。 

 

 

 

○内容の表現・表記については、第２・３学年「花」において、二次元コード

を掲載し、範唱に合わせた風景の映像と歌詞の動画を掲載しているページ

に、アクセスできる。 

 

○題材の学習目標等の示し方については、鑑賞教材 歌舞伎「勧進帳」の活動

のポイントとして、次の３点を示している。 

 ・「勧進帳」は、日本の伝統芸能である歌舞伎の作品です。 

・声や楽器の音色、旋律の特徴などに気を付けながら、長唄のよさや美しさ 

を味わって聴きましょう。 

・音楽、舞踊、演技が一体となった歌舞伎のよさや美しさを味わいましょう。 

 

○音楽的な見方・考え方を働かせる工夫については、音楽を形づくっている要

素を学習目標の下に示すとともに、活動文や考えたいポイントをキャラクタ

ーの吹き出しの中で使っている。 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、巻頭の「音楽ってなんだろう？」

の中で、宇宙飛行士、人類進化学者、アートディレクターの言葉と関連する

写真等を掲載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、第１学年では「歌唱」「鑑賞」「創作」

を扱っており、「創作」は関連する教材の後ろに配列している。また「鑑賞」

に関連する「歌唱」の教材を後ろに配列している。第２・３学年上及び第２・

３学年下においても「歌唱」「創作」「鑑賞」を扱っており、「鑑賞」に関連す

る「歌唱」の教材を後ろに配列している。 

 

○内容の表現・表記については、第２・３学年「花」において、二次元コード

を掲載し、範唱に合わせた風景の映像と歌詞の動画を掲載しているページに

アクセスできる。また、パート別とカラピアノの音源を掲載しているページ

に、アクセスできる。 
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選定結果資料  種目 ［ 音楽（器楽合奏） ］ 

発行 

者名 
教 出 教 芸 

特           
 

徴 

○器楽分野の知識及び技能の習得を図るための工夫については、リコーダーの 

 奏法、身体の使い方に関する記載において、姿勢とかまえ方の写真を斜め前 

 方向から撮影し掲載している。 

 

○音楽的な見方・考え方を働かせる工夫については、演奏の例を示すとともに、

構成を書き込む表を設けている。 

 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、リコーダーの学習において、リ

コーダーの運指表を掲載し、リコーダーの変遷について、写真を掲載し、説

明している。また、リコーダーの種類についての写真を掲載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、楽器別カテゴリー別教材数及び合奏・

アンサンブルのカテゴリー別教材数が７１曲掲載している。内容の構成につ

いては、リコーダー→篠笛→尺八→ギター→箏→三味線→太鼓→合奏→名曲

旋律集→資料となっている。 

 

○内容の表現・表記については、デジタルコンテンツの活用において、掲載曲

やサミングについての動画、アーティキュレーションについて、２つの奏法

の音源が示されている。 

○器楽分野の知識及び技能の習得を図るための工夫については、リコーダーの 

 奏法、身体の使い方に関する記載において、姿勢と構え方の写真を真正面と

真横から撮影し掲載している。 

 

○音楽的な見方・考え方を働かせる工夫については、注目するポイントとして、

音楽を形づくっている要素を示し、キャラクターの吹き出しで考える観点を

例示している。 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、リコーダーの学習において、リ

コーダーの運指表を掲載し、「替え指を活用しよう」について説明し、リコー

ダーの仲間について、写真を掲載し、説明している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、楽器別カテゴリー別教材数及び合奏・

アンサンブルのカテゴリー別教材数が５２曲掲載している。内容の構成につ

いては、リコーダー→ギター→箏→三味線→太鼓→篠笛→尺八→打楽器→ア

ンサンブル曲→楽器で Melody→資料となっている。 

 

○内容の表現・表記については、デジタルコンテンツの活用において、奏者の

情報、姿勢と構え方、タンギングについての動画、教材曲の伴奏の音源、「学

びのコンパス アーティキュレーションを工夫しよう」のワークシートが示

されている。 
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選定結果資料  種目 ［ 美 術 ］ 

発行 

者名 
開 隆 堂 光  村 日  文 

特           
 

徴 

○形や色彩、材料や用具の取扱い等の定着を図るため

の工夫については、巻末に「学びの資料」を設け、

形や色彩、材料や用具の取扱い及び表現方法等に関

する資料を掲載している。 

 

 

○表現及び鑑賞の活動における言語活動の工夫につい

ては、第１学年巻末資料「学びの資料」において、

「発想・構想のヒント」のページを設け、デザイナ

ーが創作活動をする際の具体的な言語活動や、生徒

が学習の中で発想・構想する際の方法を示している。 

 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、鑑賞に

おいて、作品全体を見開きや折り曲げの大型図版で

掲載し、作品の一部を拡大したり、原寸大の図版で

示したりしている。 

 

○内容の構成・配列については、題材等を分野等に分

けて配列している。 

 ・「絵や彫刻など」 

・「デザインや工芸など」 

・「学びの資料」 

 

 

 

○内容の表現・表記については、デジタルコンテンツ 

の活用において、各題材名の下の「CONTENTS」や巻 

末資料の一部に、活動に必要な技法や生徒作品等を 

二次元コードで示している。 

○形や色彩、材料や用具の取扱い等の定着を図るため

の工夫については、巻末に「学習を支える資料」及

び通年で使用できる、別冊「美術１資料」に、形や

色彩、材料や用具の取扱い及び表現方法等に関する

資料を掲載している。 

 

○表現及び鑑賞の活動における言語活動の工夫につい

ては、美術１資料「つくってみよう見てみよう」に

おいて、「発想・構想のために」のページを設け、マ

ッピングやピラミッドチャート等、生徒が学習の中

で発想・構想する際の方法を示している。 

 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、鑑賞に

おいて、作品全体を見開きや折り曲げの大型図版で

掲載し、作品の一部や全体を拡大したり、紙質とペ

ージの大きさを変えたりして示している。 

 

○内容の構成・配列については、題材等を分野等に分

けて配列している。 

 ・「絵や彫刻など」 

・「デザインや工芸など」 

 ・「学習を支える資料」 

※美術１に別冊で「資料 つくってみよう 見てみよ

う」 

 

○内容の表現・表記については、デジタルコンテンツ 

の活用において、別冊「美術１資料」や巻末資料「学 

習を支える 資料一覧」に、全国の生徒の作品や用具 

の使い方等を二次元コードで示している。 

○形や色彩、材料や用具の取扱い等の定着を図るため

の工夫については、巻末に｢学びを支える資料｣を設

け、形や色彩、材料や用具の取扱い及び表現方法等

に関する資料を掲載している。 

 

 

○表現及び鑑賞の活動における言語活動の工夫につい

ては、第１学年巻末資料「学びを支える資料」にお

いて、「発想・構想の手立て」のページを設け、アー

ティストが創作活動をする際の具体的な言語活動

や、生徒が学習の中で発想・構想する際の方法を示

している。 

 

○興味・関心を高めるための工夫については、鑑賞に

おいて、作品全体を見開きや折り曲げの大型図版で

掲載したり、折って立てられるようにしたり、作品

の一部を原寸大の図版で示したりしている。 

 

○内容の構成・配列については、題材等を分野等に分

けて配列している。 

 ・「絵や彫刻など」 

・「デザインや工芸など」 

 ・「学びを支える資料」 

 

 

 

○内容の表現・表記については、デジタルコンテンツ 

の活用において、各題材にある「学びのはじめに」 

や巻末資料「学びを支える資料」に、導入時に活用 

できる動画等を二次元コードで示している。 
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選定結果資料  種目 ［ 保健体育 ］ 

発行 

者名 
東  書 大 日 本 大 修 館 学  研 

特           
 

徴 

○知識及び技能の習得を図る工夫については、「見

つける」として、日常経験や小学校で学習したこ

とを基にした課題を提示し、「学習課題」におい

て、本時の課題を設定している。 

 

 

○思考力、判断力、表現力等の育成を促す工夫につ

いては、「○？」として、思考するための発問を設

定するとともに、「活用する」として、習得した

知識及び技能を活用し、思考する活動を設定して

いる。 

 

 

○自己の課題の発見や、解決に向けた学習活動の設

定については、「健康な生活と疾病の予防」にお

いて、学習したことを基に、感染症を予防するた

めに、自分たちの学校全体で取り組むべき対策を

考える活動を位置付けている。 

  

 

○発展的な学習に関する内容の工夫については、

「発展」として「学習指導要領に示されていない

内容ですが、必要に応じて学習しましょう。」と

巻頭に示し、本編では 19か掲載している。 

 

○技能の習得につながるデジタルコンテンツの活

用については、二次元コードから、デジタルコン

テンツ（動画等）を掲載したページにアクセスす

ることができる。 

（デジタルコンテンツを掲載している単元） 

・１年保健編２章 

  心身の機能の発達と心の健康（２点） 

・２年保健編３章  

  傷害の防止（11点） 

○知識及び技能の習得を図る工夫については、「学

習のねらい」として、学習を通して解決する課題

を提示し、「つかもう」において、学習の導入を

設定している。 

 

 

○思考力、判断力、表現力等の育成を促す工夫につ

いては、「つかもう」として、学習の初めの発問

を設定するとともに、「やってみよう」、「話し

合ってみよう」、「調べてみよう」及び「活用し

て深めよう」として、学習したことを生かして思

考できる活動を設定している。 

 

○自己の課題の発見や、解決に向けた学習活動の設

定については、「健康な生活と疾病の予防」にお

いて、インフルエンザ予防のために、私たちにで

きることをまとめる活動を位置付けている。 

  

 

 

○発展的な学習に関する内容の工夫については、

「発展」として「学習指導要領には示されていな

い発展的な学習内容です。興味・関心に応じて学

習しましょう。」と巻頭に示し、本編では 15か所

掲載している。 

 

○技能の習得につながるデジタルコンテンツの活

用については、二次元コードから、デジタルコン

テンツ（動画等）を掲載したページにアクセスす

ることができる。 

（デジタルコンテンツを掲載している単元） 

・２年保健編４章 

  傷害の防止（12点） 

○知識及び技能の習得を図る工夫については、「課

題をつかむ」として、これまでの経験や学習を基

にした課題を提示し、「きょうの学習」において、

本時の学習課題を示している。 

 

 

○思考力、判断力、表現力等の育成を促す工夫につ

いては、「課題をつかむ」として、気づきや思考

を促す発問を設定している。 

 

 

 

 

○自己の課題の発見や、解決に向けた学習活動の設

定については、「健康な生活と疾病の予防」にお

いて、感染症のリスクを減らす５つの具体的な行

動を「発生源をなくす」「感染経路を断つ」「体

の抵抗力を高める」の３つの対策に分類する活動

を位置付けている。 

  

○発展的な学習に関する内容の工夫については、

「発展」として「学習指導要領の範囲外の内容で

す。先生の指示にしたがって学習しましょう。」

と巻頭に示し、本編では 13か所掲載している。 

 

○技能の習得につながるデジタルコンテンツの活

用については、二次元コードから、デジタルコン

テンツ（動画等）を掲載したページにアクセスす

ることができる。 

（デジタルコンテンツを掲載している単元） 

・１年保健② 

  心身の発達と心の健康（４点） 

・２年保健④ 

  けがの防止と応急手当（７点） 

 

○知識及び技能の習得を図る工夫については、「ウ

ォームアップ」として、事例や情報などの問いか

ら課題を提示し、「学習の課題」で、１時間の学

習を通して身に付けることや、考えたり、判断し

たりすることを提示している。 

 

○思考力、判断力、表現力等の育成を促す工夫につ

いては、「エクササイズ」として、学習した知識

及び技能や資料などの情報を基に、思考したり、

話し合ったりする活動を設定している。 

 

 

 

○自己の課題の発見や、解決に向けた学習活動の設

定については、「健康な生活と疾病の予防」にお

いて、自分のクラスが学級閉鎖になったとして、

症状のない自分は、どのように過ごすのがよいか

を考える活動を位置付けている。 

  

 

○発展的な学習に関する内容の工夫については、

「発展」として「学習指導要領の範囲外で、興味・

関心などに応じて取り組む「発展的な学習内容」」

と巻頭に示し、本編では 19か所掲載している。 

 

○技能の習得につながるデジタルコンテンツの活

用については、二次元コードから、デジタルコン

テンツ（動画等）を掲載したページにアクセスす

ることができる。 

（デジタルコンテンツを掲載している単元） 

・１年保健編２章 

  心身の機能と心の健康（３点） 

・２年保健編４章  

  傷害の防止（８点） 
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選定結果資料  種目 ［ 技術・家庭（技術分野） ］ 

発行 

者名 
東  書 教  図 開 隆 堂 

特           
 

徴 

○基礎的・基本的な知識及び、技能の習得を図るための工夫

については、それぞれの編の学習のまとめとして、「１学習

したことを確かめよう」「２考えを深めよう」「３生活に生

かそう」と２ページにわたり示している。 

 

○技術の見方・考え方を働かせるための工夫については、各

内容の冒頭「技術の見方・考え方」において、身近な技術

の具体例を取り上げるとともに、技術に込められた工夫

や、技術を最適化する際に着目する視点について掲載して

いる。 

 

○社会の発展と技術について考えさせるための工夫につい

ては、「技術分野の学習を終えて」において、これまでの学

習を振り返り、これから技術とどのように関わっていきた

いか考えをまとめさせる記述を掲載するとともに、社会の

中で技術に携わる人へのインタビュー等を掲載している。 

 

 

○内容の構成・配列・分量については、実践的・体験的な学

習を実施するための工夫として、「Ｂ生物育成の技術」にお

いて、「卒業式に開花するようにパンジーを育てる」「文化

祭に開花するようにキクを育てる」等の具体例を示してい

る。 

 

 

○各教科等と関連させて学習を進める工夫については、中学

校の各教科等の学習内容との関連として、28か所「リンク」

マークを用いて、教科、内容等を示している。また、小学

校の各教科等の学習内容との関連については、５か所「リ

ンク」マークを用いて、教科、内容等を示している。 

○基礎的・基本的な知識及び、技能の習得を図るための工夫

については、編のまとめとして、１知識・技能は穴埋めの

問題で、２思考・判断・表現は記述式で、１ページで示し

ている。 

 

○技術の見方・考え方を働かせるための工夫については、各

内容の冒頭において、生活や社会を支える技術の具体例を

取り上げるとともに、技術に込められた工夫について掲載

している。 

 

 

○社会の発展と技術について考えさせるための工夫につい

ては、「夢をかなえる技術」において、これまで学んだ技術

を振り返り、それらの技術を組み合わせて開発された新た

な技術を具体例で掲載するとともに、技術関係の専門高等

学校に進んだ先輩や、様々な分野の日本の技術と、その技

術を支える人々の想いを写真等で掲載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、実践的・体験的な学

習を実施するための工夫として、「Ｂ生物育成の技術」にお

いて、「部屋の中の小さなスペースを活用して、ベリーリー

フを育ててみよう」「入学式に花を飾りたい低温処理によ

るチューリップとパンジーの寄せ植え」等の具体例を示し

ている。 

 

○各教科等と関連させて学習を進める工夫については、中学

校の各教科等の学習内容との関連として、11か所「関連」

マークを用いて、教科を示している。また、小学校の各教

科等の学習内容との関連については、８か所「関連」マー

クを用いて、教科を示している。 

 

○基礎的・基本的な知識及び、技能の習得を図るための工夫

については、学習のまとめとして、「～について答えなさ

い」「～について書き表しなさい」等のテスト形式で２ペー

ジにわたり示している。 

 

○技術の見方・考え方を働かせるための工夫については、各

内容の冒頭において、製品の進歩の具体例を取り上げると

ともに、技術に込められた工夫や、技術を最適化する際に

着目する視点について掲載している。 

 

 

○社会の発展と技術について考えさせるための工夫につい

ては、「技術分野の学習を終えて」において、３年間の学習

を振り返り、その成果や反省、将来に向けて生かそうとす

ることなどを考えさせる記述を掲載するとともに、社会が

抱える問題と、それを解決している新しい技術の具体例を

掲載している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、実践的・体験的な学

習を実施するための工夫として、「Ｂ生物育成の技術」にお

いて、「リーフレタスの養液栽培」「チューリップの栽培」

等の具体例を示している。 

 

 

 

○各教科等と関連させて学習を進める工夫については、中学 

校の各教科等の学習内容との関連として、４か所「他教科」 

マークを用いて、教科、内容等を示している。また、小学 

校の各教科等の学習内容との関連については、４か所「小 

学校」マークを用いて、教科、学年、内容等を示している。 
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選定結果資料  種目 ［ 技術・家庭（家庭分野） ］ 

発行 

者名 
東  書 教  図 開 隆 堂 

特           
 

徴 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫に

ついては、各内容とも、項目ごとに見出しの下に｢目標｣を

１つまたは２つ示している。｢キーワード｣マークをつけ、

関連する語句を示している。基礎的な用語のうち、重要な

語句は本文と異なる書体を用いた太字で表記している。 

 

○生活の中から課題を見いだすための工夫については、各編

の導入には課題設定の記入欄を設け、自分の知りたいこと

やできるようになりたいことを記入することで、生活の課

題と実践へとつなげている。 

 

○「生活の営みに係る見方・考え方」を意識させるための工

夫については、「家庭分野ガイダンス」において、生活の営

みに係る見方・考え方をイラストやマークを用いて解説す

るとともに、具体的な例をあげてわかりやすくしている。 

 

○内容の構成・配列・分量については、発展的な学習の取り

扱いとして、発展のマークを付してあり、「学習指導要領に

示されていない内容ですが、必要に応じて学習しましょ

う。」という説明がある。 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、動画、シミュレー

ションなどにつながる二次元コードを表示している。 

  

 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫に

ついては、各内容ともに、項目ごとに、｢めあて｣マークを

付け、目標を１つ又は２つ示している。めあての下に｢キー

ワード｣マークをつけ、関連する語句を示している。基礎的

な用語のうち、重要語句は青色の太字で表記している。 

 

○生活の中から課題を見いだすための工夫については、各節

の導入には自分の生活を見つめるきっかけとなるコーナ

ーを設定している。 

 

 

○「生活の営みに係る見方・考え方」を意識させるための工

夫については、「生活の営みに係る見方・考え方」を「ガイ

ダンス「つなぐ、つながる」×家庭分野」において、キー

ワードを用いて説明している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、発展的な学習の取り

扱いとして発展のマークを付してあり、「学習指導要領に

示されていない内容ですが、必要に応じて取り組んでみま

しょう。」という説明がある。 

 

 

○デジタルコンテンツの活用については、ワーク、予習・ 復

習に活用できる動画などにつながる二次元コードを表示

している。 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫に

ついては、各内容とも、項目ごとに｢学習の目標｣を１つ又

は２つ示している。基礎的な用語のうち、重要な語句は        

本文と異なる書体を用いた太字で表記している。 

 

 

○生活の中から課題を見いだすための工夫については、各編

の導入には生徒の身近な話題を用いており、「～で学習す

る内容」、各節には「学習の目標」を示している。 

 

 

○「生活の営みに係る見方・考え方」を意識させるための工

夫については、家庭分野のガイダンス「家庭分野の学び方

と身につけたい力」において、生活の営みに係る見方・考

え方の視点を示している。 

 

○内容の構成・配列・分量については、発展的な学習の取り

扱いとして、発展のマークを付してあり、「発展的な学習の

内容（学習指導要領に示されているものではなく、一律に

学習しなければならない内容ではない）。」という説明があ

る。 

 

○デジタルコンテンツの活用については、資料や動画など 

につながる二次元 コードを表示している。 
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選定結果資料  種目 ［ 英 語 ］ 

発行 

者名 
東  書 開 隆 堂 三 省 堂 教  出 光  村 啓 林 館 

特           
 

徴 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 
いては、Story（１学年Unit１ 
～４）及びPart１・２にそれぞ 
れKey Sentenceを用いて表現 
するYour TurnやPracticeを 
設定している。 

 
○単元における言語活動の工夫
については、各単元にRead and 
Thinkがあり、内容の概要を捉
えたあとにペアトークなどの
活動がある。 

 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 Unit１にお
いて、二次元コードで
Preview：アニメ（字幕
ON/OFF）、各 Part：語句（音
声 / ク イ ズ ）、 Key 
Sentences（動画/クイズ）
等を掲載したページにア
クセスすることができる。 

 
○小学校外国語科との接続を図
った構成・配列については、小
学校の既習単語、既習表現に
「小」のマークがついている。 

 
 
○内容の表現・表記については、
学習到達目標及び自らの学び
を振り返る場において、Stage
１～Stage３として、段階ごと
に各境域別に当該学年の学習
到達目標を設定し、それぞれを
４段階で自己評価できるよう
示している。 

 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 

 いては、Scenesに、全学年と 
も具体的な場面を絵で示し、単 
元の新出文法を対話形式で紹 
介している。 

 
 
○単元における言語活動の工夫
については、各単元の Scenes
に、新出文法が場面使用されて
おり、単元当初から言語の使用
場面が示されている。 

 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 PROGRAM１
において、二次元コードで
Scenes：対話、Listen、語
句、動画 Tuning in：
Listen、動画等を掲載した
ページにアクセスするこ
とができる。 

 
 
○小学校外国語科との接続を図 
った構成・配列については、「小 
学校の単語」にふたばマークを 
つけている。 
 
 

○内容の表現・表記については、
学習到達目標及び自らの学び
を振り返る場において、各
PROGRAMに「できること」を３
つずつ表記し、各領域の学習到
達目標を具体的に設定し、それ
ぞれ３段階で自己評価できる
ように示している。 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 
いては、LessonのExercise(１
学年は Lesson５以降)は、
Listen→Talk/Speak→Write
の流れで、新出文法(Check)を
設定している。 

 
○単元における言語活動の工夫
については、各単元終末の言語
活動である「Goal Activity」
に向け、言語活動を設定してい
る。 

 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 Lesson１に
おいて、二次元コードでと
びら：写真、動画、アニメ
ーション、資料動画等を掲
載したページにアクセス
することができる。 

 
 
 
○小学校外国語科との接続を図 
った構成・配列については、小 
学校で学んだ語句や表現をカ 
テゴリー別に、イラストと共に 
掲載している。 
 

○内容の表現・表記については、
学習到達目標及び自らの学び
を振り返る場において、領域毎
に２～３つの項目の学習到達
目標を設定し、「自信を持って
できる」「ひとりでできる」「助
けがあればできる」「まだでき
ない」の４段階で自己評価でき
るようになっている。 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 
いては、Part１・２・３(第１ 
学年は Unit３以降)に Tool 
Kit→Listen→Think＆Tryを 
設定し、新出文法(Key 
Sentences)を設定している。 

 
○単元における言語活動の工夫
については、各単元終末の言語
活動である「Task」に向け、言
語活動を設定している。 

 
 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 Unit１にお
いて、二次元コードで扉：
Words & Phrases学習シー
ト各 Part：本文音声等を掲
載したページにアクセス
することができる。 

 
 
 
○小学校外国語科との接続を図
った構成・配列については、
Word Listの小学校の単語に印
をつけている。 

 
 
○内容の表現・表記について
は、学習到達目標及び自ら
の学びを振り返る場にお
いて、書く領域別に当該学
年の学習到達目標を設定
し、それぞれ４段階で自己
評価できるよう示してい
る。 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 
いては、Part１、２、３それぞ
れListen→Speak→Writeの流
れで新出文法を設定してい
る。 

 
 
○単元における言語活動の工夫
については、Unit の最後の
Goalにおいて、Unitで学習し
た言語材料を用いて話すこと・
書くことを設定している。 

 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 Unit１にお
いて、扉：Listen、ピクチ
ャーカード並べかえ、
Watch（アニメ/ドラマ）等
を掲載したページにアク
セスすることができる。 

 
 
 
○小学校外国語科との接続を図
った構成・配列については、
「Word List」と基本文のまと
めに小学校で習った後にマー
クをつけている。 

 
○内容の表現・表記については、
学習到達目標及び自らの学び
を振り返る場において、領域毎
に２～３項目、学年の学年到達
目標を設定し、それぞれ「まだ
難しい」「助けがあればできる」
「できる」「自信をもってでき
る」の４段階で自己評価できる
よう示している。 

○基礎的・基本的な知識及び技能 
の習得を図るための工夫につ 
いては、Read & Thinkに、各
Partで学習した新出文法を設
定している。 

 
 
 
○単元における言語活動の工夫
については、各単元末のThink 
& Speakに向けた言語活動が設
定されている。 

 
 
○単元に対する興味・関心を
高めるための工夫につい
ては、第３学年 Unit１にお
いて、扉：Listen 音声/ス
ライドショー、Words音声、
本文アニメーション、本文
音声（Part１～３）等を掲
載したページにアクセス
することができる。 

 
 
○小学校外国語科との接続を図
った構成・配列については、
Word Listでは、小学校の単語
に印をつけている。 

 
 
○内容の表現・表記については、
学習到達目標及び自らの学び
を振り返る場において、各領域
で３項目ずつ学習到達目標を
設定し、できるようになった項
目に４段階でチェックをする
ようにしている。 
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選定結果資料  種目 ［ 道 徳 ］ 

発行 

者名 
東  書 教 出 光  村 日  文 学  研 あ か 図 日  科 

特            

徴 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「１年間で学ぶこ
と」において、見開き２ページ
に、４つの視点ごとに、１年間

で学ぶ内容項目を示す言葉と
教材名等を示し、中学生にな
ってやってみたいことを書く

欄を１箇所設けている。 
 
 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末に、授業の取組や心に

残った教材等を記入するペー
ジを設けている。 

 

 
○問題解決的な学習を取り入れ
た工夫については、「Plus」を

設け、目次及び該当ページに
マークを付けて示し、教材の
終わりに、学習過程の例を示

している。 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、３つ
の教材をまとめたいじめ問題

対応ユニット「いじめのない
世界へ」を設け、巻末の「テー
マでふり返ろう」に、「人権・

いじめ」をテーマとした教材
を示している。 

 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、「朗読音声」「ワークシ
ート」「Webサイト」「資料」「VR

映像」「心情円」「映像」「他教
科リンク」のマークを設定し、
二次元コード等とともに示し

ている。 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「さあ、道徳を始め
よう！」において、１ページ
に、学習の流れ等を「問題に気

づく」「考え、話し合う」「深め
る」「つなぐ」の４つのイラス
トや吹き出しとともに示して

いる。 
 
 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末に、心に残った教材や

一番考えさせられた教材等を
記入するページを設けてい
る。 

 
○問題解決的な学習を取り入れ
た工夫については、教材文の

終わりの「学びの道しるべ」
に、学習過程の例を示してい
る。 

 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、２つ
の教材とコラムで構成された

ユニット「いじめをなくそう」
を設け、巻頭の「この教科書で
学べるテーマ」に、「いじめ・

人権」をテーマとした教材を
示している。 

 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、「まなびリンク」のマ
ークを設定し、二次元コード

等を示している。 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「本書で学ぶ皆さん
へ」において、見開き２ページ
に、手引きを「①考えよう」「②

見方を変えて」「③つなげよ
う」の３つで示している。ま
た、二次元コード、タブレット

端末の活用等について示して
いる。 

 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末折り込みに、心に残っ

たことや1 年間の学習の振り
返り等を記入するページを設
けている。 

 
○問題解決的な学習を取り入れ 
た工夫については、教材の終 

わりに、学習過程の例を示し 
ている。 

 

 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、３つ
の教材をまとめたいじめ問題

対応ユニット「いじめを許さ
ない心について考える」を設
け、巻末の「教材別テーマ一

覧」に、「いじめを許さないた
めに」をテーマとした教材を
示している。 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、朗読、資料、動画等の
二次元コードを示し、「本書で

学ぶ皆さんへ」のページ内で、
デジタルコンテンツの使い方
を示している。 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「道徳科での学びを
始めよう！」において、１ペー
ジに、デジタルコンテンツの

活用についてイラストや吹き
出しを使い、学習の流れ等を
「①気づく」「②考える・議論

する・深める」「③見つめる・
生かす」の３つで示している。 

 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、別冊「道徳ノート」の巻末

に、心に残っている授業や考
えたこと等を記入するページ
を設けている。 

 
○問題解決的な学習を取り入れ 
た工夫については、「学びを深 

めよう」を設け、目次及び該当 
ページにマークを付けて示 
し、教材の終わりに、学習過程 

の例を示している。 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、いじ
めを扱った教材とコラムをユ

ニット化し、年間で複数配置
している。いじめを扱う最初
のユニットに、扉ページ「いじ

めと向き合う」を設定し、巻頭
において、「いじめと向き合
う」をテーマとした教材を示

している。 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、動画や音声等の二次
元コードを示している。 

 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「さまざまなテーマ
で学ぼう」において、見開き２
ページに、１３個のテーマを

イラストや写真等とともに示
し、今、気になっていること、
夢中になっていることを書く

欄を１箇所設けている。 
 
 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末に、授業での取組や心

に残った授業等を記入するペ
ージを設けている。 

 

 
○問題解決的な学習を取り入れ 
た工夫については、「深めよ

う」を設け、目次及び該当ページ 
にマークを付けて示し、教材 
の終わりに、学習過程の例を 

示している。 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、いじ
めの問題をテーマとした複数

の教材を特設ページとともに
年間を通して複数配置してい
る。また、巻頭の「さまざまな

テーマで学ぼう」に、「いじめ
防止」をテーマとして示して
いる。 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、動画、写真、関連サイ
ト、ワークシート、年表等の二

次元コードを示している。 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「道徳科の時間は、
「自分を見つめ、考え、生き
る」時間」において、見開き２

ページに、４つの視点ごとに、
１年間で学ぶ内容項目をマー
クとともに示している。 

 
 
 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末に、授業での取組や心

に残った授業等を記入するペ
ージを設けている。 

 

 
○問題解決的な学習を取り入れ 
た工夫については、「マイ・プ 

ラス」を設け、目次及び該当ペ 
ージにマークを付けて示し、 
教材の終わりに、学習過程の 

例を示している。 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、３つ
の教材をまとめたいじめ問題

対応ユニット「いじめのない
世界へ」を設け、巻頭の「いろ
いろなテーマから学ぶ」に、

「「いじめ」を考える」をテー
マとした教材を示している。 

 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、目次、該当する教材名
の下等に、デジタルコンテン

ツにつながる二次元コード等
を示している。 

 

○道徳科の学び方等の示し方に

ついては、「まざまなテーマか
ら考えを深めよう」において、
見開き２ページに、テーマを

８個、教材名等とともに示し
ている。 

 

 
 
 

○考えをまとめたり、振り返っ
たりする活動の工夫について
は、巻末に、自分自身が思いつ

いた「ウェルビーイング」のキ
ーワードを書く欄を設けてい
る。 

 
○問題解決的な学習を取り入れ 
た工夫については、教材文の 

終わりに「考えよう」「深めよ 
う」に、学習過程の例を示して 
いる。 

 
 
○現代的な課題等を踏まえた内

容の示し方については、いじ
め問題の扱いにおいて、いじ
めの問題をテーマとした複数

の教材を配置し、巻頭の「さま
ざまなテーマから考えを深め
よう」に、「いじめ・人権」を

テーマとした教材を示してい
る。 

 

 
 
○内容の表現・表記については、

教材の内容を理解させる工夫
として、目次、該当する教材名
の下等に、デジタルコンテン

ツにつながる二次元コードを
示している。 
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